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インドネシア 「ワヤン調査」スケジュール 

資料 1. 

日程 業務 担当者 備考 

2012/1/8（日） 成田発 11：20 

ジャカルタ着 17：20（JL725） 

 

下谷/宮本 ジャカルタ

泊 

2012/1/9（月） ＝訪問先＝ 

①PPTI（インドネシア結核予防会）9：30 

・事務局長との面会 

・PPTIのクリニック訪問 

②JICA-NGOデスク（15：30） 

下谷/宮本 ジャカルタ

泊 

2012/1/10（火） ＝訪問先＝ 

①AKARAWA community（影絵を行った

アーティストグループ） 

②2003-2005に行われた活動地域 

 学校、コミュニティなど。 

下谷/宮本 ジャカルタ

泊 

2012/1/11（水） ＝訪問先＝ 

①World vision Indonesia 9：00 

②結国立核センター（NTP）/ストップ TB 

パートナーシップ インドネシア 11：30 

③WFP Indonesia 14：00 

下谷/宮本 ジャカルタ

泊 

2012/1/12（木） ＝訪問先＝ 

・インドネシアワヤン協会（AM）10：30 

・日本大使館 草の根担当吉田さん 

（15：00） 

下谷/宮本 ジャカルタ

泊 

2012/1/13（金） 移動：ジャカルタ→ソロ（9：30発 GA222） 

プシンデン（ワヤンの歌手）狩野裕美さんと

面会。 

啓発活動の経験のあるダラン：キ・マンタ

ブ・スダルソノ氏宅訪問 

下谷/宮本 ソロ泊 

2012/1/14（土） ガムラン奏者：芹澤薫さんとの面会。 

移動：ジョグジャカルタ→ジャカルタ 

（18：30発 GA227） 

ジャカルタ発 22：05（JL726） 

下谷/宮本 機内泊 

2012/1/15（日） 成田着 07：15 

 

下谷/宮本  



 

 

資料 2. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 1：インドネシア全体 

地図 2：ジャカルタ近郊 
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地図 3：ソロ近郊 



 

 

=訪問先および面会者リスト=                   資料 3. 

 

【2012年 1月 9日】 

1.Dr. Roosyana Hasbullah, MPH – 元 WHO 結核対策オフィサー 医師 

ニッコーホテル 

JL. MH. Thamrin 59, Jakarta 10350 INDONESIA 

 

2.インドネシア結核予防会（PPTI）本部とジャカルタ呼吸器センター 

Jl. Sultan Iskandar Muda No.66A, Kebayoran Lama Utara, Jakarta Selatan 12440 

 

・Drg. Mariani Reksoprojo – Acting secretary general PPTI（歯科医） 

・Drs. Sumardi – New PPTI Administrative staff（医師） 

・Dr. Amelia Sawito, Msc, MHA – Director of JRC（医師） 

 (PPTI clinic – Jakarta Respiratory Center) 

 

3.JICA NGO デスク JICA インドネシア事務所 

Sentral Senayan II, 14th Floor 

Jl. Asia Afrika No. 8, Jakarta 10270 INDONESIA 

 

・Markus Eko Bonorianto – Program Coordinator 

・Ervina Martha – Program Assistant 

 

 

【2012年 1月 10日】 

1．AKARAWA Community: 

Jl Raya Cipayung Jaya 56, RT 02/ RW 05 Kp. Rawa, Kel. Cipayung Jaya, 

 Kec. Cipayung. Depok 16431 

 

・Ms. Ken Zuraida （劇団主催者） 

・Mr. Cahyo  Harimurti 

・Mr. Zaky Mubarok 

・Ms. Dewi Kartika 

・Mr. Ali Nursolih – nurse at TB clinic   

 

 

 



 

 

【2012年 1月 11日】 

1.ワールドビジョンインドネシア（NGO） 

Jl. Wahid Hasyim 33, Jakarta INDONESIA 

 

・Ms. Peggy Adriana Prawira – Donor Care and Services Manager 

・Dr. Yanti – Program Coordinator 

・Ms. Aster – Program Assistant 

 

2.NTP/ストップ結核パートナーシップインドネシア（ACASIAホテル） 

Jl. Kramat Raya No. 81, Jakarta 10450 

 

・Dr. Asik Surya, MPPM – Program manager（医師） 

・Drg. Yulia Stanti Devi – STOP TB Partnership Secretary（歯科医） 

・Ms. Yoana Anandita  - STOP TB Partnership Staff  

3.World Food Programme (WFP) 世界食糧計画 

Wisma Kyoei Prince, 9 Fl, Jend . Sudirman, Jakarta INDONESIA 

 

・Melania Gondomartojo – External Relations Officer 

・Ms. Michi Yamanakajima – M & E and Reporting Officer 

 

【2012年 1月 12日】 

1.インドネシアワヤン協会 Gedung Pewayangan Kautaman“Senawangi” 

Jl.Raya Pintu 1, TMII Jakarta Timur 

 

・Drs. Suparmin Sunjoyo – General Chairman 

・Mr. Sumari  

・Ms. Wulandari 

 

2.日本大使館  

Jl. M.H. Thamrin No24, Jakarta Pusat 10350 

 

・吉田亮平– Second Secretary of Economic Section（草の根プログラム担当者） 

 

【2012年 1月 13日】 

1.狩野裕美 ワヤン歌手（プシンデン） 

Best Western Primer Hotel:Jalan Slamet Riyadi No.4-6, Solo, 57111 



 

 

 

千葉県市原市出身。東京音楽大学ピアノ科卒業。 

1996 年～2001 年に Sekolah Tinggi Seni Indonesia Surakarta (現在 ISI Surakarta) 

(日本名:インドネシア芸術大学スラカルタ校)jursan Karawitan (器楽科)に留学。 

1997 年よりプシンデンとしての活動を開始し、ワヤンの舞台に数多く出演されている。 

ラジオ番組MTA FMの『タマゴ』でラジオパーソナリティを務めている。 

 

2.キ・マンタプ・スダルソノ（ダラン） 

ご自宅：Karanganyar Solo, Jawa Tengah Indonesia 

 

1948 年、インドネシア中部ジャワ州の古都ソロ生まれ。 

代々人形遣いをなりわいとする家庭に生まれた。ワヤンの技術は幼少のころから父に習い、

12 歳でソロにある王宮付の人形遣いに師事。13歳の時に夜を徹して上演する本格的なワヤ

ンを成功させた。 

 90 年代後半までは、数カ月間連夜で上演するなど年間 200 回以上こなす年も多かった。

今でも上演は年間 50 回ほどにのぼる。海外での公演にも熱心で、日本や米国、欧州、オー

ストラリアでも上演した経験がある。  2010年日経アジア賞文化部門受賞 

 

【2012年 1月 14日】 

1.芹澤薫 （ガムラン奏者） 

マンクヌガラン王宮 Puro Mangkununegaran 

 

東京芸術大学大学院 音楽学専攻 修了。ソロ（スラカルタ）市の Akademi Seni Karawitan 

Indonesiaに留学。ガムラン、ワヤン、民族音楽学専攻された。東京音楽大学で講師として

民族音楽学、アジア音楽史、ガムラン実習などを担当された後、インドネシア在住。ルバ

ブ（弓奏楽器）とクンダン（太鼓）の演奏家として各種演奏会やワヤン、ラジオ放送、テ

レビ放送に出演されている。2012 年からヨグヤカルタ市のガジャー・マダ大学講師。 

  



 

 

資料 4. 

***参考文献リスト*** 

 

・原著者 Arvind Singhal Everett M. Rogers, 翻訳者河村洋子（2011）『エンターテイメ

ント・エデュケーション-社会変容のためのコミュニケーション戦略-』、成文堂 

・松本亮（1994）「ワヤンを楽しむ」株式会社めこん 

・「（‘11～‘12）地球の歩き方 インドネシア」株式会社ダイヤモンド・ビッグ社 

・独立行政法人国際協力帰国（JICA）報告書（H13）「インドネシア共和国 結核対策関連

施設整備計画 予備調査報告書」 

・独立行政法人国際協力帰国（JICA）報告書人間開発部（H20）「インドネシア国 結核対

策プロジェクト事前調査報告書」 

・WHO Report 2011 「Global Tuberculosis Control」 

・Yayasan SENAWANGI 2011「Menyusun Filsafat Wayang」 

・Sinergi Persdatama Foundation 2010 「Wayang Masterpiece Seni Budaya Dunia」 

・SENA WANGI 2011 

「FALSAFAH WAYANG INTANGIBLE HERITAGE OF HUMANITY」 

・TAMAN ISMAIL MARZUKI, DJARUM foundation, KenZURAIDA project, 2011

「MASTODON DAN BURUNG KONDOR Karya:Rendra」 

・インドネシア カバルプリアンガン新聞 2010年 1月 27日 

 

・インドネシア保健省ホームページ 

「Safe Family from Tuberculosis」、「It Need Partnership to Control TB」 

http://www.depkes.go.id 

・W.SRendra氏に関する記事 

「Obituary A Ferewell to Rendra, Father of Modern Indonesia Theater 1935-2009」 

 http://www.asiadancechannel.com 

・狩野裕美さんに関する記事 

「Hiromi Kano: Javanese ‘sinden’?」 

http://www.thejakartapost.com/news/2010/07/26/hiromi-kano-javanese-%E2%80%98si

nden%E2%80%99.html 

・ダラン キ・マンタプ・スダルソノ氏に関する記事 

「第 15回日経アジア賞 文化部門」 

http://www.nikkei.co.jp/hensei/asia2010/asia/prize_jusyo3.html 

・ワヤンに関する情報 

「Kluthak-Kluthekクルタクルティ」 

http://kluthak.kazekusa.jp/official/ 

http://www.depkes.go.id/
http://www.asiadancechannel.com/
http://www.thejakartapost.com/news/2010/07/26/hiromi-kano-javanese-%E2%80%98sinden%E2%80%99.html
http://www.thejakartapost.com/news/2010/07/26/hiromi-kano-javanese-%E2%80%98sinden%E2%80%99.html
http://kluthak.kazekusa.jp/official/


 

 

・芹澤薫 VolumeⅡ 1999 Disk B:ワヤン曲編  

CD『JAVANESE GAMELAN -SURAKARTA STYLE-』 

 

・インドネシアワヤン協会 SENAWANGI 報告書 

2008 HIV/AIDSキャンペーン DVD：BIMA LABUH Kianom Suroto Disc1～7 


